


平成18年度を振り返って�
　平成18年度のディスクロージャー誌をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げます。�
　皆さまには、平素より私ども江差信用金庫に対しまして格別のご高配を賜り、衷心より厚くお礼
申し上げます。�
　さて、我が国の経済は全国的に持続的回復が続くと言われていましたが、デフレ経済下での
構造改革により市場経済化、規制緩和等が進展し各方面で意図しない格差が生じているようで
あります。地域間格差はもとより企業での勝ち組、負け組、雇用形態別での所得や機会の格差な
ど多くの場合で歪みが生じ、北海道の景気も緩やかに回復傾向にあると一部で報道されている
ものの廃業が開業を逆転しその差が拡大しております。特に、当金庫の営業エリアである道南地
区では、経済衰退が一段と進み廃業・倒産がいっこうに歯止めがかかっていない状況にあります。�
　このような情勢下、当金庫は、前年に引続きリレーションシップ・バンキングをより強固に推し進め、
企業再生はもとより、地域再生のために地域密着型金融に重点を置いてきました。しかしながら
現実は厳しく満足のできる実績に至っていない状況にあります。�
　金融面では、7月に日銀が無担保コールレート（翌日物）の誘導目標を0.25%引上げ、更に、年明
け2月に0.25%の追加利上げを行い0.5%としました。これを受け各金融機関は、即時に預金金利
を引上げしお客さま確保に動きましたが、反面、中小企業の経営者は貸出金利の先行きに不安を
抱いたのも事実であります。以上のことなどから金融政策に敏感となった1年間であったように思
われます。�
�
�
�
平成１8年度の業績�

　平成18年度の実績につきましては、預金は高金利商品の販売効果もあり個人預金を中心に
堅調に推移しましたが、貸出金は、アパートローンや住宅ローンの需要が堅調であったものの、管
内の景況低迷が続いたことや不良債権のオフ・バランス化等により、前年度比減少いたしました。�
　損益収支面では預金金利引上げによる利息負担や貸出金利息及び有価証券利息の減少に
より、業務純益は前年度比減少したものの、信用コストの減少により、当期純利益は前年度比大
幅に増加しました。また、自己資本比率については、本年度より適用のバーゼルⅡ（新BIS規制）
による総資産（リスク・アセット）の算出方法の変更により、前年度比僅かに低下しましたが、依然
と高い比率を堅持しております。�
　不良債権については、積極的な処理を推し進めた結果、不良債権比率は3%台まで低下し過
去にない低水準となりました。�
　このように当金庫の財務内容の健全な状態を堅持させていただいているのも偏にお取引先
各位のご支援・ご協力の賜であり、深く感謝申し上げます。�
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これからもみなさまと一緒に、�
地域密着の金融機関であり続けます。�

理事長�
メッセージ�
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理 事 長

平成19年度の事業運営について�
　平成19年度の事業運営は、協同組織金融機関の原点に立ち返り、強固なリレーションシップのもと、
お取引の皆さまから信頼をいただける金融機関として地域の中小企業や住民にとって最も相談しや
すい、そして安心して頼れるパートナーを目指し次の4項目を重点施策に掲げ推進してまいります。�

2007年7月
1.会員・お客さまの満足のいただける金融の実施�
・リレーションシップ・バンキング強化のための体制の見直し�
・顧客ニーズに対応した商品開発への取組み�
2.内部統制等の強化�
・ガバナンス強化及び法令等遵守、リスク管理、収益管理等の強化に向けた
体制整備�

3.健全性の確保の強化�
・精緻な自己査定の実施�
・積極的な不良債権処理の実施�
4.人材確保と人材（財）育成�
・会員・お客さまの満足を決定する現場力の育成�
・理念教育の徹底と人間力を高める徳の教育�
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　預金は前年同期比2 ,711百万

円（2 .04%）増加し、期末残高は

135,455百万円となりました。�

　増加の要因は高金利商品の発売

も影響し個人預金が引続き堅調に推

移したことによるもので、預金量のう

ち75.4%が個人のお客さまのご預

金となっています。�

　貸出金は前年同期比1 ,469百

万円（1.91%）減少し、期末残高は

75,055百万円となりました。�

　減少の要因は、アパートローンや住

宅ローンが前年に引続き堅調に推移

しましたが、企業の資金需要の減退や

不良債権448百万円を償却処理した

ことによるものであります。�

　損益収支面は、最終損益で240百

万円の黒字回復となりました。�

　金融緩和政策解除による支払預金

利息の増加のほか、運用収益の減少

もあって業務純益では減益となった

ものの、過年度に引当処理をしていた

貸倒引当金の戻入益もあり、前年同期

比で182.16%の増益となりました。�

事業の概要【業績】�

預 　 　 金 � 貸　出　金� 損 益 収 支 面 �



預金積金残高�

貸出金残高�
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不良債権処理の減少等により�
増益（黒字回復）となりました。�

業績�
ハイライト�
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　平成18年度末（平成19年

3月末）の総預金残高（譲渡性

預金を含む）は1,354億円と

なりました。預金量のうち

75.4％が個人のお客さまの

ご預金となっております。�

　皆さまの温かいご支援の

賜と深く感謝しております。�

�

　貸出金は個人のお客さまを

中心に住宅ローンやアパート

ローンが引続き堅調に推移し

ましたが、企業の資金需要の

減退、地公体における一時借

入金の利用減から、平成18

年度末（平成19年3月末）残

高は750億円となりました。

　　　　　　　　　　　�

個人のお客さまからのご支持をいただき、�
個人預金が順調に増加いたしました。�

（単位：百万円）

（単位：百万円）

個人

法人

公金・金融機関

平成16年度 平成18年度

割引手形

手形貸付

証書貸付

当座貸越

平成16年度 平成18年度

個人住宅ローンが引続き堅調に推移しました。�

75,055

3,544

11,699

57,594

2,217

135,455

20,488

12,713

平成17年度

76,525

2,999

13,642

57,534

2,349

77,673

2,751

14,495

58,450

1,976

131,716

20,969

12,833

97,913 102,254

平成17年度

132,743

20,038

12,547

100,157

0509
タイプライターテキスト
12,714

0509
タイプライターテキスト
20,486

0509
ノート注釈
0509 : MigrationConfirmed

0509
ノート注釈
0509 : Completed



平成14年度

137

240

平成18年度

平成16年度

449

平成15年度

537

業務純益�

経常利益�

当期純利益�
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（単位：百万円）
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（単位：百万円）
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△292

平成14年度
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（単位：百万円）
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△392

資金調達費用（預金利息）の増加のほか、資金運用収益の�
減少もあって17.33%の減益となりました。�

大口の不良債権処理を行った前期に比べ、�
166.12%の増益（黒字回復）となりました。�

過年度に引当していた貸倒引当金の戻入等もあり、�
182.16%の増益（黒字回復）となりました。�

本来の業務でいくら
利益を出したのか。
金融機関の収益状
況を最も的確に示
している重要な指標
といわれています。

経常収益から特別

損益を調整し、税金

等を差し引いたもの。

最終的な損益にな

ります。

経常収益から経常

費用を引いたもので、

毎年生じる通常の

損益を表すものです。







科目別貸出金の平均残高及び預貸率�

固定・変動金利別及び使途別の貸出金残高�

担保の種類別貸出金及び債務保証見返残高�

◆ 

資
料
編 

◆ 

貸
出
金
に
関
す
る
指
標�

41

平成17年度
平成18年度

※預金には、定期積金及び譲渡性預金を含んでおります。�
※「預貸率」は、お預かりしている預金のうち、貸出金として運用されている割合です。�
※当金庫は国内業務のみであり、国際業務部門の取扱いはございません。

55.4057.64
54.1955.84

割引手形�

平成19年3月

平成18年3月

平成17年度

平成18年3月

手形貸付�

設備資金

使途別� 金利別�

運転資金

証書貸付� 当座貸越�

（単位：百万円）�

（単位：百万円）� 固定金利貸出金 変動金利貸出金
（単位：百万円）�

（単位：%）�

44,696

平成18年度

平成19年3月

40,931 34,12441,710 34,815

平成18年3月 平成19年3月� 平成18年3月

債 務 保 証 見 返貸　　　出　　　金

（単位：百万円）�

当 金 庫 預 金 積 金 �

有 価 証 券 �

動 産 �

不 動 産 �

そ の 他 �

�

信用保証協会･信用保険�

保 証 �

信 用 �

�

合 計 �

2,459

一

95

39,598

92

42,245

13,548

12,497

8,234

34,279

76,525

2,249

一

65

39,311

8

41,634

12,433

13,255

7,733

33,421

75,055

5

一

一

22

一

27

33

529

一

563

591

5

一

一

20

一

25

30

453

一

484

510

平成19年3月�

計�

計�

30,359

45,617 30,908

期末残高預貸率� 期中平均残高預貸率�

2,967
2,158

11,582

57,402

3,015
2,241

11,941

58,574
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業種別貸出金残高状況�

預証率の期末値及び期中平均値�

42

 金   額 構 成 比  金   額

平成19年3月�平成18年3月

（単位：百万円・％）�

6,654

27

352

56

10

7,813

－

684

718

8,174

763

17,564

15,241

58,062

5,228

13,234

76,525

製 造 業 �

農 業 �

林 業 �

漁 業 �

鉱 業 �

建 設 業 �

電気・ガス・熱供給・水道業�

情 報 通 信 業 �

運 輸 業 �

卸 売 業 ・ 小 売 業 �

金 融 ・ 保 険 業 �

不 動 産 業 �

各 種 サ ー ビ ス �

小 計 �

地 方 公 共 団 体 �

個 人 �

合 計 �

8.6

0.0

0.4

0.0

0.0

10.2

－

0.8

0.9

10.6

0.9

22.9

19.9

75.8

6.8

17.2

100.0

6,902

21

347

47

10

7,572

－

555

743

8,131

1,158

18,244

13,315

57,052

4,747

13,255

75,055

9.2

0.0

0.5

0.1

0.0

10.1

－

0.7

1.0

10.8

1.5

24.3

17.7

76.0

6.3

17.7

100.0

構 成 比

（単位：％）�

26.24
25.04 25.25

23.19

項　　　目

期末残高預証率� 期中平均残高預証率�

※預金には、定期積金及び譲渡性預金を含んでお
ります。
※「預証率」は、預金に対する有価証券の運用割
合です。� 
※当金庫は国内業務のみであり、国際業務部門の
取扱いはございません。

平成17年度 平成18年度



有価証券種類別及び保有目的別残高状況�
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期末残高 平均残高 期末残高

平成18年度�平成17年度

（単位：百万円）�

満 期 保 有 目 的 �

そ の 他 �

合 計 �

満 期 保 有 目 的 �

そ の 他 �

合 計 �

満 期 保 有 目 的 �

そ の 他 �

合 計 �

そ の 他 �

合 計 �

満 期 保 有 目 的 �

そ の 他 �

合 計 �

満 期 保 有 目 的 �

そ の 他 �

合 計 �

満 期 保 有 目 的 �

そ の 他 �

合 計 �

国 債 �

�

�

地 方 債 �

�

�

社 債 �

�

株 式 �

�

外 国 証 券 �

�

�

その他の証券�

�

�

合 計 �

国 債  �

地 方 債  �

社 債  �

政 保 債 �

金 融 債 �

事 業 債 �

株 式  �

そ の 他  �

外国証券�

投資信託�

その他の証券�

合 計  �

6,624

9,390

16,015

一

2,305

2,305

1,996

7,289

9,286

5

5

3,500

一

3,500

一

2,132

2,132

12,121

21,123

33,245

5,204

8,712

13,917

一

2,696

2,696

1,809

7,680

9,490

6

6

2,924

289

3,213

一

2,148

2,148

9,938

21,533

31,472

7,820

9,709

17,530

一

2,197

2,197

2,496

7,976

10,473

5

5

3,500

一

3,500

一

1,847

1,847

13,817

21,737

35,554

7,207

9,911

17,118

一

2,267

2,267

2,104

7,650

9,755

5

5

3,500

一

3,500

一

1,889

1,889

12,812

21,724

34,537

17,530

2,197

10,473

4,078

5,295

1,099

5

5,347

3,500

1,406

441

35,554

16,015

2,305

9,286

3,530

4,661

1,094

5

5,632

3,500

1,610

522

33,245

－

－

－

－

－

－

5

1,148

－

706

441

1,154

－

－

－

－

－

－

5

1,234

－

712

522

1,239

1,802

－

－

－

－

－

－

2,000

2,000

－

－

3,802

2,267

－

－

－

－

－

－

2,500

2,500

－

－

4,767

10,410

－

2,154

2,154

－

－

－

1,294

1,000

294

－

13,858

10,031

156

2,573

2,573

－

－

－

1,103

1,000

103

－

13,865

5,105

1,743

7,057

1,792

4,166

1,099

－

905

500

405

－

14,812

3,533

2,058

5,976

842

4,040

1,094

－

599

－

599

－

12,167

211

453

1,261

131

1,129

－

－

－

－

－

－

1,927

183

90

735

114

621

－

－

195

－

195

－

1,205

平均残高
区　　　分

有価証券の残存期間別残高�

平成17年度 平成18年度�平成17年度 平成18年度�平成17年度 平成18年度�平成17年度 平成18年度�平成17年度 平成18年度�平成17年度 平成18年度�

（単位：百万円）�

１年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 １０年超 期間の定めのないもの 合　　　計
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商品有価証券�

満期保有目的の債券で時価のあるもの�

その他有価証券で時価のあるもの�

時価のない有価証券の貸借対照表計上額�

金銭の信託�

オフ・バランス取引�

44

平成18年度�平成17年度

（単位：百万円）�

7,820

一

一

2,496

2,496

一

一

3,500

3,500

13,817

7,834

一

一

2,487

2,487

一

一

3,375

3,375

13,697

14

一

一

△9

△9

一

一

△124

△124

△119

49

一

一

3

3

一

一

0

0

53

34

一

一

13

13

一

一

125

125

173

※時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

国 　 債 �

地 方 債 �

短 期 社 債 �

社 　 債 �

�

�

�

そ の 他 �

�

合 　 計 �

政 保 債 �

金 融 債 �

事 業 債 �

�

外国証券�

貸借対照表
計　上　額 時　価

うち益 うち損

差　　　　　額

6,624

一

一

1,996

1,996

一

一

3,500

3,500

12,121

6,498

一

一

1,958

1,958

一

一

3,268

3,268

11,725

△126

一

一

△37�

△37

一�

一

△231�

△231�

△395

1

一

一

一

一

一

一

一

一

1

128

一

一

37�

37

一

一

231

231

397

貸借対照表
計　上　額 時　価

うち益 うち損

差　　　　　額

平成18年度�平成17年度

（単位：百万円）�

一

20,020

9,856

2,180

一

7,983

1,573

5,310

1,100

1,715

一

1,371

343

21,736

一

19,883

9,709

2,197

一

7,976

1,581

5,295

1,099

1,821

一

1,406

415

21,705

一

△136

△146

16

一

△7

7

△14

△0

105

一

34

71

△31

一

73

27

20

一

26

13

12

0

181

一

110

71

255

一

210

173

3

一

34

6

26

1

76

一

76

一

287

※貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。

株 　 式 �

債 　 券 �

�

�

�

�

�

�

�

そ の 他 �

�

�

�

合 　 計 �

国 　 債 �

地 方 債 �

短期社債�

社 　 債 �

�

�

�

�

外国証券�

投資信託�

優先出資証券�

政 保 債�

金 融 債�

事 業 債�

取得原価
貸借対照表
計　上　額 うち益 うち損

評　価　差　額

一

19,255

9,640

2,271

一

7,343

1,533

4,710

1,100

1,915

一

1,571

343

21,171

一

18,985

9,390

2,305

一

7,289

1,533

4,661

1,094

2,099

一

1,610

488

21,084

一

△270

△249

34

一

△54

△0

△48

△5

183

一

38

144

△87

一

72

15

39

一

17

15

2

一

247

一

102

144

319

一

342

265

5

一

72

15

50

5

63

一

63

一

406

取得原価
貸借対照表
計　上　額 うち益 うち損

評　価　差　額

取扱いございません�

該当する取引はございません�

その他有価証券 非上場株式   5 百万円�
その他有価証券 投資事業有限責任組合出資金(その他の証券) 26 百万円�

該当する取引はございません�

（規則第102条第1項第5号に規定する金融等デリバティブ取引）�
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開示項目

金庫の概況及び組織に関する事項�

①事業の組織�

②理事・監事の氏名及び役職名�

③事務所の名称及び所在地�

④信用金庫代理業者�

金庫の主要な事業の内容�

金庫の主要な事業に関する事項�

直近の事業年度における事業の概要�

直近の5事業年度における主要な事業の状況�

①経常収益�

②経常利益又は経常損失�

③当期純利益又は当期純損失�

④出資総額及び出資総口数�

⑤純資産額�

⑥総資産額�

⑦預金積金残高�

⑧貸出金残高�

⑨有価証券残高�

⑩単体自己資本比率�

⑪出資に対する配当金�

⑫職員数�

直近の2事業年度における事業の状況�

①主要な業務の状況を示す指標�

ア.業務粗利益及び業務粗利益率�

イ.資金運用収支、役務取引等収支、及び

その他業務収支�

ウ．資金運用勘定並びに資金調達勘定の�

　平均残高、利息、利回り及び資金利ざや�

エ.受取利息及び支払利息の増減�

オ.総資産経常利益率�

カ.総資産当期純利益率�

②預金に関する指標�

ア.流動性預金、定期性預金、譲渡性預金、

その他の預金の平均残高�

イ.固定金利定期預金、変動金利定期預金及

びその他の区分ごとの定期預金の残高�

③貸出金等に関する指標�

ア.手形貸付、証書貸付、当座貸越及び割引

手形の平均残高�

イ.固定金利及び変動金利の区分ごとの貸出金の残高�

ウ．担保の種類別（当金庫預金積金、有価証

券、動産、不動産、保証及び信用の区分）

の貸出金残高及び債務保証見返額�

エ.使途別（設備資金及び運転資金の区分）

の貸出金残高�

オ.業種別の貸出金残高及び貸出金の総額

に占める割合�

カ.預貸率の期末値及び期中平均値�

④有価証券に関する指標�

ア.商品有価証券の種類別（商品国債、商

品地方債、商品政府保証債及びその他

の商品有価証券の区分）の平均残高�

イ.有価証券の種類別（国債、地方債、短期

社債、社債、株式及び外国証券その他の

証券の区分）の残存期間別の残高�

ウ.有価証券の種類別（国債、地方債、短期

社債、社債、株式及び外国証券その他の

証券の区分）の平均残高�

エ．預証率の期末値及び期中平均値�

金庫の事業の運営に関する事項�

①リスク管理の体制�

②法令遵守の体制�

金庫の直近の2事業年度における財産の状況�

貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書�

貸出金のうち次に掲げるものの額及びその

合計額�

①破綻先債権に該当する貸出金�

②延滞債権に該当する貸出金�

③3カ月以上延滞債権に該当する貸出金�

④貸出条件緩和債権に該当する貸出金�

自己資本の充実の状況�

次に掲げるものに関する取得価額又は契約

価額、時価及び評価損益�

①有価証券　�

②金銭の信託　�

③規則第102条第1項第5号に掲げる取引�

貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額�

貸出金償却の額�

金庫が法第38条の2第3項の規定に基づき

貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計

算書又は損失金処理計算書について会計監

査人の監査を受けている場合にはその旨�

�

新自己資本比率規制（バーゼル2）に基づく
開示�

【1】�
�
�
�
�
【2】�
【3】�
�（1）�
（2）�

（1）�

（2）�

�

�

�

�

�

（3）�

（4）�

�

�

�

�

（5）�

（6）�

（7）�

�

�

�

�

■�

（3）�

【4】

【5】

このディスクロージャー資料は、信用金庫法施行規則第132条（業務及び財産に関する説明書類の縦覧等）で定める開示項目規定に基づき作成しておりますが、
その規定における各項目は以下のページに掲載しています。

7金融再生法開示債権�
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